


 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日常生活や仕事など、本市で暮らすための基本的な分野についての充実に取り組むとともに、市民・
事業者に対して本市の現状やビジョンを共有し、協働によるまちづくりを推進する必要があります。 

 

将来世代のニーズを把握し、今、本市に暮らす市民の定住促進を図り、その上で、移住の施策を講
じるなど施策の優先度を明確化し、若者や子育て世代の視点から本市で暮らす希望を醸成する取り
組みを推進する必要があります。 

 

地域資源や特性を生かし、観光振興や移住・定住など、これまでの取り組みを検証・評価しながら
施策の精査を行うとともに、森林資源や農業については、今後重要になると考えられる分野であり、
後継者不足などが顕在化する中で、産業振興や利活用に向けて取り組む必要があります。 

 

常磐自動車道以東に人口が集中するコンパクトな都市の特性を生かし、既存資源を有効活用する
とともに、行政、交通、医療・福祉サービスなどあらゆる分野でのデジタル技術の活用を推進し、日
常生活の安全・安心と利便性を確保した社会基盤づくりを目指す必要があります。 

 

国の施策を踏まえながら出生率の向上に向けた施策を講じるとともに、次世代への継承や暮らし
やすさの維持については、人口減少・高齢化の進行とともに課題が顕在化している分野であり、持続
可能な質の高いまちづくりを目指す必要があります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


	全協①
	全協②
	全協③

